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小野寺　正

　吉野彰さんがノーベル化学賞を受賞し、ラグビーワールド
カップで８強に残り、天皇陛下の「即位礼正殿の儀」が執り
行われる等嬉しい話が続く一方で、台風15号の千葉県を中心
とした風被害や、台風19号による広範囲な洪水被害、10月25
日の大雨等自然災害が多発しています。被災された方々にお
見舞いを申し上げるとともに、早く復興できることを祈念し
ております。

　吉野さんの業績であるリチウムイオン電池の開発は、スマートフォンや電気自動車の実
用化に多大な貢献をしています。私が携わってきた移動通信事業では、ニッケルカドミウ
ム電池に始まり、ニッケル水素電池、リチウムイオン電池と進化してきました。半導体素
子や撮像素子等の進歩と電池の進歩が今のスマートフォン時代を開いてきたことは間違い
ありません。
　しかし、吉野さんが開発されたリチウムイオン電池も、当初は最初に商品化に成功した
ソニーはじめ日本メーカが大きなシェアを持っていましたが、現在では中国、韓国メーカ
が大きなシェアを獲得しています。日本メーカは部材ではまだ強みを持っておりシェアも
大きくなっています（10月９日、10日日経新聞電子版）。日経新聞にも書かれているように、
リチウムイオン電池の市場は大きくスマホなどの民生用と車載向けに大別されます。民生
用は、大口顧客であった日本メーカのスマホやパソコン等の携帯機器のシェア低下ととも
に優位性が失われました。これは電池に限ったことではありませんが、普及につれてコモ
ディティー化が進み、大規模な設備投資と生産の効率化が収益を左右する段階になってい
ることが挙げられています。車載向けについても、当初はパナソニックが大きなシェアを
取っていましたが、現在では中国メーカに一位の座を譲りシェアを落としています。
　我が国が提唱する Society 5.0、デジタルツイン、デジタルトランスフォーメーション
（DX）等、今まさしく新しいコンセプトが発表されています。これらのコンセプトに共通
しているのは現実の空間（リアル）とサイバー空間（ヴァーチャル）を統合することにより、
新しい世界を生み出そうとしているところにあると思っています。我が国の産業界、特に
製造業はリアルの空間では成功を収めてきたのは間違いありません。しかし今後はサイバ
ー空間（ヴァーチャル）でも成功を収めない限り我が国の産業界が世界から取り残される
可能性があります。我々工学部電気系卒業生は最もサイバー空間に近いところで仕事をし
ているはずです。我々がどのような世界を目指していくのか、それが我が国の将来を左右
しているのかもしれません。
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　令和の時代を迎え、電気・情報系では低層棟の改築と復興記念教育研究未来館の新
築工事が行われています。多くの同窓生の皆様が学生時代に実験を行った学生実験棟
が取り壊されるのは寂しくもありますが、新しい時代にふさわしい実験研究棟と未来
館に生まれ変わります。教育面では、人工知能エレクトロニクス卓越大学院プログラ
ムがいよいよ第１期生を迎え入れ、新しい学際融合教育と産学連携教育が始まりまし
た。本同窓会便りも記念すべき第50号を発行することができました。お忙しい中ご
執筆いただいた皆様に心より感謝を申し上げるとともに、今後とも同窓生の皆様のご
指導・ご鞭撻をどうぞよろしくお願い申し上げます。

（編集委員長  大町 真一郎）
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